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トピックス2　電力センサのグローバル・ネットワークへの接続







米 Microchip Technology 社は、米 Google 社とのパ
トーナーシップのもと、ウェブアプリケーション「Google 
PowerMeter」 の API（Application Programming 
Interface）を用いた使用電力監視ソフトウェアを初めて




































sumer Right to Know Act”（通称“e-KNOW Act”）が、
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トピックス3　日本発のプログラミング言語の初めての国際標準化












化委員会である ISO/IEC JTC 1 SC22 のメンバーと
Ruby のオ プーンソ スー開発コミュニティのメンバーを招
いて、2010年4月8日に（独）日本貿易振興機構（JETRO）
ニューヨークセンターにおいて国際会議を開催した。












キング」2）によれば、Ruby は 2010 年 4 月現在で世界
の言語中 12 位であり（図表）、特にスクリプト系言語の








IPA は、2008 年から、Ruby の国際標準化を支援
する活動を開始した。今回の会議では、IPAの Ruby
標準化担当者が、まず 2010 年内に日本工業標準
（JIS）として Ruby の言語仕様を公布し、これを Fast 



















2）　TIOBE Programming Community Index：http://www.tiobe.com/index.php/content/paperinfo/tpci/index.html
3）　Rubyを日本から国際標準に、ITProインタビュー：http://itpro.nikkeibp.co.jp/article/Interview/20090106/322300/
情報通信分野	 TOPICS	 Information & Communication
図表　プログラミング言語の人気ランキング
出典：参考文献 2）
























進めている2）。2005 年以降 4発電所 6 基で木質バイ
オマスの混焼を実施しているが、2010 年以降の 3 年
























































1.0mm の大きさで体積は 8.75mm3 であり、市販小型
センサユニットの約 1/1000 の大きさに相当する。上部
には 4 つの太陽電池セルがあり、これらの合計面積は












スリ プーモ ドーに分けている。アクティブモ ドーでの消
費電力は 7.7μW であるが、スリ プーモ ドーでの消費電
力をその 1/10000 以下の 550pWと極めて低く抑えて
いる。薄膜リチウム電池が充電されていれば太陽電池
からの電力供給がなくても 49 年間はスリ プーモ ドーを











1）　Chen, G., et al., Millimeter-Scale Nearly Perpetual Sensor System with Stacked Battery and Solar Cells, IEEE 
International Solid-State Circuits Conference Digest of Technical Papers, pp. 288-289, （2010）
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2005 年に出版された Peter Forbes
の 著 作“THE GECKO’S FOOT ： 
Bio-inspiration-Engineering new 







る。 例 え ば、“Biomimicry：Inno-




us が主催する NPO 法人 Biomimic-
ry Institute は、2008 年に“Biomim-
icry’s Climate-Change Solutions：



































tion & Biomimetics」が 発 刊 さ れ、
PNAS 注 3）や MRS 注 4）などの主要な
注1：UNEP：United Nations Environment Programme
注2：ZERI：Zero Emission Research and Initiative
注3：PNAS：Proceedings of the National Academy of Sciences
注4：MRS：Materials Research Society
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は 2008 年に“INSPIRED BY BIOL-
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注5：MEMS：Micro Electro Mechanical Systems
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細構造表面の van der Waals（ファ
ンデアワールス）力が吸着性の起源
だとされている。撥水性と吸着性

























セッツ工科大学の M. Rubner 教授
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　また、欧州では 2010 年 1 月から、
欧州フレームワークプログラム 
（FP7）の 中 で Surface Engineering 

























開発者である Fiona Fairhurst は、
European Inventor of the Year 





































































つの成功例である。2003 年 6 月の
BBC ニ ュ ー ス（on line 版 ）は、
“Gecko inspires sticky tape”と題し























Ronald Fearing15） や Andre Geim
ら 16）のグループは、それぞれ、
生物の多様性に学ぶ新世代バイオミメティック材料技術の新潮流


























　1960 年 代 に Karolinska Institute
生理学科の C. G. Bernhard らは、蛾
の複眼の表面に約 100nm の大きさ
の突起構造が配列していることを
報告した 19）。さらに 80 年代初めに
は英国 National Physical Laboratory








































る21）。オランダのInstitute for Atomic 
and Molecular Physics（AMOLF）










































































“Abrasion resistant surface coating 

















































































プ ロ グ ラ ム で あ る“Biomimetic 
Materials Research：Functionality 
by Hierarchical Structuring of 
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生物の多様性に学ぶ新世代バイオミメティック材料技術の新潮流












































虫学教室の J. Casas 教授グループと 
Twente 大学の Transducers Science 
and Technology Group（“MicMec”）




























注7：CAESAR：Center of Advanced European Studies And Research
注8：CILIA：Customized Intelligent Life-Inspired Arrays
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あ る Kiel 大 学 の S. Gorb 教 授 は、
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オミメティクス研究のリーダーで
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5   海外の取り組み
5─1
英国の認識と英国内の取り組み
　2007 年 1 月に当時の英国貿易産
業 省（DTI）は“Biomimetics：strate-
gies for product design inspired by 






























み に、2006 年 に DTI の Material 














様性条約戦略（National Strategy on 
Biological Diversity, 2007）において




















































SYS注 11）Initiative（Grand European 
Initiative on Nanoscience and Nan-
otechnology using Neutron-and Syn-




for Transport, Innovation and 
注9：BIONIS：The Biomimetics Network for Industrial Sustainability
注10：BIOKON：Bionics Competence Network
注11：GENNESYS：
Grand European Initiative on Nanoscience and Nanotechnology using 
Neutron and Synchrotron Radiation Sources






















と い う NPO 法 人 と Biomimicry 
Guild というコンサルティング会社
を設立し、フリーアクセスできる





た、“Biomimicry and Design Work-
shop”を定期的に主催し情報発信を
している。
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重要である。グラフェンが単離さ
れ た 当 初、 電 子 移 動 度 は ～ 104 
cm2 ／V・sec と報告され、これは代
表的な半導体であるシリコンの
1350 に比べておおよそ 1 桁高く、
高い電子移動度を持つことで知ら








































































































䊜䉦䊆䉦䊦䉶䊮䉰䊷㪥㪜㪤㪪䊂䊋䉟䉴䉫䊤䊐䉢䊮㜞ㅦ䊃䊤䊮䉳䉴䉺䉴䊏䊮䊂䊋䉟䉴න㔚ሶ䊃䊤䊮䉳䉴䉺ඨዉ૕䊜䊝䊥䊷ᮡḰ㊂ሶᛶ᛫⚛ሶ ㈩✢᧚ᢱ 䊧䊷䉱ㇱ᧚ㅘ᣿㔚ൻᭂቇ䉶䊮䉰䊷᳓⚛⾂⬿᧚ᢱൻቇ⊛䈭㍈ᢅᕈൻቇ෻ᔕᯏ᪾⊛ᒝᐲシర⚛᧚ᢱశㅘㆊᕈ㔚ዉᕈ㜞㔚ሶ⒖േᐲ䋲ᰴరᕈ 㜞㔚ᵹኒᐲ⠴ᕈ
グラフェンの高速トランジスタ応用への注目と課題
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の上位 8 カ国を選んだ。2005 年か
ら 2009 年にかけてこの上位 8 カ国
のうち、ほとんどの国が 10 倍程度
の発表件数の伸びを示している。








ほぼ 0 であったが、2009 年には 70
件程度となっている。日本からの
発表件数は 2005 年には 2 位であっ
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連合講演会（2010 年 3 月、以下「応
用物理学会」）を、米国は Materials 
Research Society、2009 年秋期ミー
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大きく引き離している感がある。
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図表 8　一般の半導体（a）とグラフェン（b）のバンド構造の比較、および種々
の半導体でのバンドギャップと電子移動度の比較（c）
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ギャップを 0.3 eV 程度にできるこ
とが光学的に確認されている 22）。
トランジスタを作製して、その電
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